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令和７年度「水素供給インフラ周辺ビジネス人材養成講座」開講式の開催について 

 

 
 山梨大学は、山梨県からの委託により、県内を中心とした社会人技術者等を対象とした「水素供給イン

フラ周辺ビジネス人材養成講座」を本年度あらたに開設いたしました。 

山梨県では、山梨大学をはじめとした水素・燃料電池関連の研究開発拠点の集積している優位性を生か

し、将来の基幹産業化に向けた産業振興を推進しており、山梨県が民間企業と連携して開発・実証を進め

てきた米倉山の P2G(パワーツーガス)システムは、グリーン水素製造のトップランナーとして本県のプレ

ゼンスを高めております。 

こうした中、令和６年１１月には、カナデビア株式会社が P2G システムの心臓部である水電解スタッ

クの量産工場を都留市に建設することが決定し、研究開発環境が充実した山梨県に「量産」というピース

が加わることで、米倉山を核として重ねてきた実証が実装へと移行するスピードが加速することが見込

まれております。 

本講座は、「量産」に伴う関連産業の裾野拡大といった波及効果を想定し、今後成長の見込まれる水電

解装置や水素ステーションの設置工事、配管工事、メンテンナンス業務等の周辺ビジネス分野への参入に

必要な知識を習得することを目的としております。 

令和７年度の開講式については、次のとおり開催しますので、取材方よろしくお願いいたします。 

 

記 
 

開催日時：令和７年６月１１日（水）１４：３０～（３０分程度） 

会  場：米倉山次世代エネルギーシステム研究開発ビレッジ(Nesrad)セミナー室 1  

     （住所）山梨県甲府市下向山町３１４７ 

出 席 者：山梨大学側：理事ほか 山梨県側：産業政策部長ほか 

受 講 生：約２０名 

    内  容：山梨大学理事挨拶、山梨県産業政策部長挨拶、講座紹介、 

山梨大学水素・燃料電池技術支援室長挨拶 

※取材を希望される報道関係者の方は、駐車場を確保しますので、前日までに学術研究部研究推

進課に必ず御連絡の上、当日は開始１５分前までに会場へお越しください。 

【参考】 

■水素供給インフラ周辺ビジネス人材養成講座 

開催期間：令和７年６月１１日～令和７年８月下旬［１１コマ（１６.５時間）＋実習］ 

場  所：米倉山次世代エネルギーシステム研究開発ビレッジ ほか 

内  容：水素の特性・材料選定、法規制、組立、メンテナンス、設置工事の実施工程・

手順、現場視察など 

プレスリリース 

<本件に関する問い合わせ>          <広報に関する問い合わせ> 
山梨大学学術研究部研究推進課        山梨大学総務企画部総務課広報・渉外室 
Tel：055-220-8007              Tel：055-220-8005 
E-mail:kenkyo@yamanashi.ac.jp        E-mail：koho@yamanashi.ac.jp 



【参考１】開講式会場までのアクセス 

○ 広域の案内図については、下記を御覧ください。 

 

○ 詳細図及び駐車場については、下記を御覧ください。 

 

【参考２】講義スケジュール 

 別紙参照 

※ 内容については、一部変更となる可能性があります。 

入口 

水素技術センター 

PR 施設「きらっと」 

米倉山次世代エネルギー 
システム研究開発ビレッジ 

駐車場 



令和７年度 水素供給インフラ周辺ビジネス人材養成講座 カリキュラム 

(令和７年６月４日時点) 


